
第２部　調査結果の概要　７．社会変化に対する意識

＜ 社会変化に対する意識 ＞

問３７

（１）

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度と２２年度の比較】

７．社会変化に対する意識

　『そう思う』を見てみると、全体では２０年度を２．０ポイント下回っている。学校種別に見てみると小
学生では２．４ポイント上回っているのに対して、中学生では０．４ポイント、高校生では８．９ポイント
下回っている。

　次のような考え方について、あなたはどのように思いますか。あてはまるものを○
でかこんでください。

　親が年老いたら、子どもが世話をしたり面倒を見るのは当然だ

　親が年老いたら、子どもが世話をしたり面倒を見るべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」が
７１．５％で最も高い。

　　「そう思う」を見てみると、小学生が８１．２％で最も高く、以下、中学生（７１．１％）、高校生
（６１．０％）となっている。小学生、中学生については、男子が女子よりも高く、高校生は、女子が男
子よりも高い。

図７２　社会変化に対する意識（１）
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　そう思う 　そう思わない 　どちらともいえない

図７３　社会変化に対する意識（１）の時系列比較
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　そう思う 　そう思わない 　どちらともいえない
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（２）

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度と２２年度の比較】

　男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするのは当然だ

　男の人も女の人と同じように、家事や育児や介護をするべきかどうか尋ねたところ、「そう思う」が
７５．１％で最も高い。

　　「そう思う」を見てみると、高校生が７７．５％で最も高く、以下、小学生（７５．２％）、中学生
（７２．８％）となっている。小学生、中学生については、男子が女子よりも高く、高校生は、女子が男
子よりも高い。

　『そう思う』を見てみると、全体では２０年度を１．６ポイント下回っている。学校種別に見てみると小
学生では３．９ポイント、中学生では０．６ポイント、高校生では０．３ポイント下回っている。

図７４　社会変化に対する意識（２）
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図７５　社会変化に対する意識（２）の時系列比較
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（３）

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度と２２年度の比較】

　『そう思う』を見てみると、全体では２０年度を０．７ポイント上回っている。学校種別に見てみると小
学生では５．３ポイント、高校生では０．５ポイント上回っているのに対して、中学生では３．４ポイント
下回っている。

　社会に出たとき、女の人ももっと管理職などの権限のある立場につくべきだ

　　「そう思う」を見てみると、高校生が５９．４％で最も高く、以下、小学生（４８．６％）、中学生
（３９．５％）となっている。また、小学生については、男子が女子よりも高く、中学生と高校生は、女
子が男子よりも高い。

　社会に出たとき、女の人ももっと管理職などの決定権のある立場につくべきかどうか尋ねたとこ
ろ、「そう思う」が４８．９％で最も高い。

図７６　社会変化に対する意識（３）
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図７７　社会変化に対する意識（３）の時系列比較
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（４）

　
　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度と２２年度の比較】

　『そう思わない』を見てみると、全体では２０年度を４．９ポイント上回っている。学校種別に見ても、
すべてで上回っており、小学生では４．８ポイント、中学生では２．７ポイント、高校生では８．２ポイ
ント上回っている。

　殺人や暴力シーンが出てくるテレビや映画・ゲームはよくない

　殺人や暴力シーンが出てくるテレビや映画・ゲームはよくないと思うかどうか尋ねたところ、「そう
思わない」が４７．８％で最も高い。

　「そう思わない」を見てみると、高校生が６０．７％で最も高く、以下、中学生（５１．５％）、小学生
（３２．９％）となっている。また、小学生、中学生、高校生のいずれも男子が女子よりも高い。

図７８　社会変化に対する意識（４）
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図７９　社会変化に対する意識（４）の時系列比較
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（５）
　

　【全体集計結果】

　【学校種別集計結果】

　【時系列比較（平成２０年度と２２年度の比較】

　『そう思う』を見てみると、全体では２０年度を１．８ポイント下回っている。学校種別に見ても、すべ
てで下回っており、小学生では１．０ポイント、中学生では０．６ポイント、高校生では４．０ポイント下
回っている。

　どんな理由があっても人を傷つけたり、殺人を犯したりしてはいけないと思うかどうか尋ねたとこ
ろ、「そう思う」が８４．５％で最も高い。

　　「そう思う」を見てみると、小学生が９２．６％で最も高く、以下、中学生（８４．８％）、高校生
（７５．３％）となっている。また、小学生、中学生、高校生のいずれも女子が男子よりも高い。

　どんな理由があっても人を傷つけたり、殺人を犯したりしてはいけない

図８０　社会変化に対する意識（５）
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図８１　社会変化に対する意識（５）の時系列比較
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